
 
 

同
朋
会
推
進
員
協
議
会
資
料 

 
 
 

二
〇
一
六(

平
成
二
十
八)

年
八
月
二
十
日(

土)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
山
郷
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
詞
・
猶
・
尚 

 
 

も
ち
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遂 
 

 
 
 
 

況
む
や 

い
ふ
（
四
・
未
然
）
＋
む
＋
や
（
反
語
） 

 

間
投
助
詞
＋
係
助
詞 

一 

善
人 

な
お(
ほ) 

も
て 

往
生 

を 

と
ぐ
、 

い
わ(

は) 

ん(

む) 

や 

悪
人 

を 

や
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
さ
ら
。
い
っ
そ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
し
て 

 

漢
文
訓
読
表
現
い
わ
ん
や
…
に
お
い
て
を
や 

… 

…
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る 

然 

ラ
変
・
体 

接
助 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

常  
 

副
詞 

し
か
る 

を
、 

世 
の 
ひ
と 

つ
ね
に 

い
わ
く
、 

悪
人 

な
お(

ほ)
 

往
生 

す
、 

い
か 

に 

い
わ 

ん 

や 

善
人 

を 

や
。 

 
 

そ
う
で
あ
る
の
に
、
と
こ
ろ
が 

 
 
 

 
 
 
 
 

い
つ
も
、
始
終
、
よ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

断
定
・
用 

 

似 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完
了 

こ 

の 

条
、
一
旦 

そ 

の 
い
わ(

は)

れ 

あ
る 

に 

に 

た
れ 

ど
も
、 

本
願
他
力 

の 

意
趣 

に 

そ
む
け 

り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
と
ま
ず
、
一
応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

悪 
 

第
十
八
願 

 

ゆ
い
じ
よ

唯
除

ご五
ぎ
や
く

逆

 

ひ

ほ

う

誹
謗

し
よ
う

正
ほ
う法 

  

五
逆 

 
 

小
乗 

殺
父
・
殺

も母
・
殺

あ

ら

か

ん

阿
羅
漢
・

は破
和
合
僧
・
出
仏
身
血
。
大
乗 

寺
塔
を
壊
し
経
蔵
を
焼
き
三
宝
の
財
物
を
盗
む
。
仏
教
を

そ
し誹

り
、

し
よ
う
ぎ
よ
う

聖

教
を 

  
 
 

粗
末
に
す
る
。
僧
侶
を

の
の
し

罵

り
責
め
使
う
。
小
乗
の
五
逆
。
因
果
の
道
理
を
信
ぜ
ず
十
不
善
業
を
な
す
。 

  

十
悪
・
十
善 

 

は
い廃
あ
く悪
し
ゆ
う
ぜ
ん

修

善
の
行 
 

悪(

因)

→
苦(
果) 

 

善(

因)

→
楽 

 
 

ば

つ

く

抜
苦

よ

ら

く

与
楽 

 
  

 
  

身 

殺
生
・

ち
ゆ
う
と
う

偸

盜 
 
 

口 

き

ご

綺
語
・

あ
つ
こ
う

悪
口
・
両
舌
・
妄
語 

 
意 

ど
ん貪
よ
く欲

・
し
ん瞋
い恚

・
ぐ

ち

愚
癡 

 
  

慢 
 
 

じ
や邪
け
ん慳
き
よ
う

驕
ま
ん慢 

 
  

  
 

○
あ阿
じ
や闍
せ世

王 
 

観
経 

だ

い

ば

提
婆
（
法
華
経
）
と
共
に

び

ん

ば

し

や

ら

頻
婆
娑
羅
王
を
殺
害
、
母
・

い

だ

い

け

韋
提
希

ぶ

に

ん

夫
人
を
幽
閉
→
釈
尊
に
帰
依
（
涅
槃
経
）
、
月
愛
三
昧 

  
 

○
山
伏
弁
円 

 

『
御
伝
鈔
』 

 

弁
円
済
度 

 
 

「
あ
だ
と
な
る
弓
矢
も
今
は
ひ
き
か
え
て
西
へ
い
る
さ
の
山
の
端
の
月
」 

  
 
 
 
 
 

御
文 

「
五
逆
十
悪
の
わ
れ
ら
」
「
五
障
三
従
の
女
人
」 

 
 

 

御
文
四
帖
３ 

 

善
・
悪 

 
 

悪 

『
正
信
偈
』
ｐ
四
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
九
、
三
十
、
三
十
、
三
十
二 

 

代
名
詞 

格
助
詞   

名
詞    

 
 
 

係
助
詞      

   

名
詞     

 
 
 

格
助
詞 

 

名
詞   

係   
 
 
 

 

副
詞 

 
 

 
      

   
  

名    
 

格
助 

  

四
段
・
連
体
・
頼
む   

  
 
 

 

下
二
・
連
用 

 

完
了
・
連
体 



そ 
の 

ゆ
え(

ゑ) 

は
、 

自
力
作
善 

の 

人 

は
、
ひ
と
え(

へ)

に 

他
力 

を 

た
の
む 

こ
こ
ろ 

か
け 

た
る 

あ
い(

ひ)

だ
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
観
経 

九
品
往
生 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

偏
に 

ま
っ
た
く 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頼
む
・
憑
む 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

欠
け 

  
 

隔
た
り
・
す
き
間
・
～
な
の
で 

 
 
 
 
 
 
 

断
定
・
用 

ラ
変
・
未  

打
消
・
終
止 

弥
陀 

の 
本
願 

に 

あ
ら 

ず
。 

 

ラ
変
・
已
然 

 
 

接
助 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
段
・
連
用 

 
 
 
 
 
 
 

接
助     

 
        

      
 
 
 

四
・
用 

 
 

 

四
・
已
、 

し
か
れ 

ど
も
、 
自
力 

の 

こ
こ
ろ 

を 

ひ
る
が
え(

へ)

し 

て
、 

他
力 

を 

た
の
み 

た
て
ま
つ
れ 

ば
、
真
実
報
土 

の 
 

し
か
あ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翻
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奉
れ 

 

謙
譲 

 
 
 
  

 
 
 

下
二
・
体 

 

断
定
・
終
止 

往
生 

を 

と
ぐ
る 

な
り
。 

 
 
 

※
お
だ
に

小
谷
信
千
代
『
誤
解
さ
れ
た
親
鸞
の
往
生
論
』
巴
陵
、
広
瀬
、
山
の
端
の
月
（
は
る
か
に
照
ら
せ
、
西
へ
い
る
さ
の
）
、
安
部
屋 

※ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遂
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
名   

 
 
 
 

 
 
 

 
 

代 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  
 
 
 

 
 
 

格  
 

接   
 

係  
   

        
 
 
 

 
 
 

 

下
二
・
体   

   
     

 
 
 

ラ
変
・
体 

  

当
然
・
未 

 
 

打
消
・
体 

ぼ
ん煩
の
う悩
ぐ具
そ
く足 

の 

わ
れ
ら 

は
、 

い
ず(
づ)

れ 

の 

行 

に 

て 

も
、 

生
死 

を 

は
な
る
る 

こ
と 

あ
る 

べ
か
ら 

ざ
る 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ら
」
接
尾
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
て
、
お
い
て
も 

 
 

 
 

※
苦     

 
 
 

 

離
れ
る 

 
 
 
 
 

名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
・
用    

      
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

四
・
体    

   
        

      
      

      
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

断
定
・
已 

あ
わ(

は)

れ
み 

た
ま
い(

ひ) 

て
、 

願 

を 
お
こ
し 

た
ま
う(

ふ) 

本
意
、 

悪
人
成
仏 

の 

た
め 

な
れ 

ば
、 

 

憐
れ
み  

同
情
・
い
と
し
い
・
ふ
び
ん
、
も
の
の
あ
は
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
・
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

副
詞   

      
      

     
 
 
 

 
 
 
 

断
定
・
終
止 

他
力 

を 

た
の
み 

た
て
ま
つ
る 

悪
人
、 

も
っ
と
も 
往
生 

の 

正
因 

な
り
。 

  
 

接      
     

 
 
 

 

副
助 

 
 
 

 

係
助  
      

 
 

 

サ
変
・
已 

  
 

 
 

副
詞 

      
      

    

係
助 

 
 

 
 
 
 

 

下
二
・
用  

    
 

 
 
 

四
・
用 

   
   

 
 

 
 
 

 

過
去
・
終
止 

よ
っ
て 

善
人 

だ
に 

こ
そ 

往
生 

す
れ
、 

ま
し
て 

悪
人 
は 

と
、 

お
お(

ほ)

せ 

そ(

さ)

う
ら
い(

ひ) 

き
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
び
「
す
れ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
う
ま
で
も
な
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補
助
動
詞 

 
  

 
 
 

「
け
り
」 

煩
惱
具
足 

 

何
か
欠
け
て
い
て
も
、
煩
惱
は
欠
け
て
い
な
い
。 

む無
み
よ
う

明

 
 

 

二
而
不
二 

大
乗
の
基
本
理
念 

 

※
ま
ど
か

和

 
 

絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
ー
西
田
幾
多
郎
、 

 

無
分
別
の
分
別
ー
大
拙 

雨
→
天
気
、
日
々
是
好

日 
 

じ
よ
う
え

淨
穢

ふ

に

不
二(

源
信
僧
都
エ
ピ
ソ
ー
ド) 

 

因
果
不
二 

機
法
一
体 

生
死
即
涅
槃 

能
所
不
二 

往
還
一
致 

煩
悩
即
菩
提 

 
 
 

 
 
 義

な
き
を
義 

 
 
 
 
 
 
 
 

［
唯
一
］
悪
人
正
機 


